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９月12日（金）「村民との対話」を目的として、山本栄彦山梨県知事が来村。対話終了後の記念写真で『ハイ・ポーズ』

印刷・（株）少國民社

・平成14年度決算

・市町村合併

・総合防災訓練

・のめこい湯50万人達成

・お知らせ

・夏まつり丹波

主な内容
人口と世帯

（15年9月末現在）

人口 888人
男 435人
女 453人
世帯 381戸
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◆
地
方
交
付
税
…
村
の
人
口
や
道
路
の
面
積

な
ど
一
定
の
算
定
割
合
で
算
出
し
た
額
を
国

が
交
付
す
る
も
の
で
収
入
の
少
な
い
地
域
で

も
一
定
の
行
政
水
準
が
保
て
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
村
民
一
人
あ

た
り
に
す
る
と
八
七
二，

一
二
〇
円
と
な
り

ま
す
。（
歳
入
総
額
の
五
十
三
％
）

◆
村
　
債
…
こ
れ
は
村
の
借
入
金
（
借
金
）

で
す
。
丹
波
山
村
は
自
主
財
源
、
い
わ
ゆ
る

村
税
等
自
分
た
ち
で
徴
収
で
き
る
お
金
が
少

な
い
。
し
か
し
村
民
生
活
や
福
祉
の
向
上
、

村
の
活
性
化
の
推
進
な
ど
大
き
い
・
小
さ
い

関
係
な
く
事
業
施
策
を
し
な
い
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
実
施
す
る
時
に
は
借
金

に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ど

ん
ど
ん
借
り
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
丹
波

山
村
の
財
政
を
考
え
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
借

り
て
い
ま
す
。
借
入
総
額
を
村
民
一
人
あ
た

り
に
す
る
と
一
八
八，

二
九
二
円
と
な
り
ま

す
。（
歳
入
総
額
の
十
二
％
）

◆
県
支
出
金
…
県
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金

で
村
民
生
活
や
福
祉
の
向
上
・
村
の
活
性
化

の
た
め
の
施
策
・
事
業
に
使
わ
れ
る
た
め
の

お
金
で
す
。
例
え
ば
保
育
所
や
老
人
医
療
、

児
童
手
当
等
の
主
に
住
民
課
関
係
の
事
業
に

は
、
県
か
ら
負
担
金
と
し
て
村
に
入
っ
て
き

ま
す
。
補
助
金
の
大
部
分
は
振
興
課
関
係
の

事
業
に
使
わ
れ
る
た
め
の
お
金
で
す
。
景
観

交
流
事
業
・
林
業
関
係
事
業
・
観
光
事
業
等

に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
総
務
課
・

教
育
委
員
会
・
住
民
課
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

県
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
村
民
一
人
あ
た
り
一
七
六，

三
八
一

円
と
な
り
ま
す
。（
歳
入
総
額
の
十
一
％
）

◆
繰
越
金
…
平
成
十
三
年
度
分
の
余
剰
金
で

村
民
一
人
あ
た
り
一
四
四，

四
九
〇
円
と
な

り
ま
す
。（
歳
入
総
額
の
九
％
）

◆
諸
収
入
…
下
水
道
事
業
に
対
す
る
東
京
都

の
交
付
金
や
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
参
加
負
担

金
、
各
種
の
検
診
負
担
金
、
住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
所
得
証
明
等
の
証
明
料
、
村
預
金
利

子
な
ど
の
収
入
で
す
。
村
民
一
人
あ
た
り
一

一
〇，

六
七
六
円
と
な
り
ま
す
。（
歳
入
総

額
の
七
％
）

◆
村
　
税
…
村
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
、
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い
湯
」

を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
等
が
含

ま
れ
ま
す
。
村
民
一
人
あ
た
り
八
一，

二
二

一
円
と
な
り
ま
す
。（
歳
入
総
額
の
五
％
）

・
村
民
税
に
は
、
個
人
村
民
税
二，

三
〇
二

万
九
千
円
と
法
人
村
民
税
二
八
四
万
円
が
あ

り
ま
す
。

・
固
定
資
産
税
に
は
、
土
地
（
二
八
三
万
二

千
円
）
・
家
屋
（
八
二
二
万
八
千
円
）
・
償

却
資
産
（
六
四
九
万
二
千
円
）
を
足
し
た
純

固
定
資
産
税
一，

七
五
五
万
二
千
円
と
東
京

都
の
ダ
ム
用
地
等
に
係
る
市
町
村
交
付
金
五

七
三
万
三
千
円
が
あ
り
ま
す
。

・
軽
自
動
車
税
は
、
一
一
六
万
円
で
す
。

・
た
ば
こ
税
は
、
四
五
九
万
三
千
円
で
す
。

た
ば
こ
は
村
内
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
湯
税
は
、
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い

湯
」
を
ご
利
用
頂
い
た
皆
さ
ん
に
一
人
あ
た

り
百
五
十
円
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で

す
。
平
成
十
四
年
度
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
二，

〇

七
〇
万
九
千
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
総
務
費
…
役
場
庁
舎
等
の
管
理
運
営
、
広

報
、
企
画
、
交
通
安
全
、
税
務
関
係
、
戸

籍
関
係
、
選
挙
、
統
計
調
査
、
関
係
職
員

の
給
与
等
、
主
に
総
務
課
関
係
の
支
出
で

す
。
村
民
一
人
あ
た
り
一
四
七，

九
八
四

円
。（
歳
出
総
額
の
十
％
）

◆
民
生
費
…
社
会
福
祉
、身
体
障
害
者
福
祉
、

老
人
福
祉
、児
童
福
祉
、保
育
所
等
、主
に
住

民
課
関
係
の
支
出
で
す
。
村
民
一
人
あ
た
り

一
六
三，
一
五
一
円
。（
歳
出
総
額
の
十
一
％
）

◆
農
林
水
産
業
費
…
農
業
委
員
会
等
の
農
業

関
係
、
林
業
関
係
、
関
係
職
員
の
給
与
等
、

主
に
振
興
課
関
係
の
支
出
で
景
観
交
流
事
業

は
農
業
関
係
事
業
と
し
て
、
林
道
山
王
沢
線

舗
装
工
事
、林
道
杉
奈
久
保
線
舗
装
等
工
事
、

林
道
大
指
線
付
帯
工
事
、
鴨
沢
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
整
備
・
付
帯
工
事
は
林
業
関
係
事
業
と

し
て
実
施
。
そ
の
他
に
も
わ
さ
び
苗
導
入
補

助
金
や
猟
友
会
補
助
金
等
に
支
出
し
ま
し

た
。
村
民
一
人
あ
た
り
三
二
六，

〇
九
四

円
。（
歳
出
総
額
の
二
十
二
％
）

◆
土
木
費
…
土
木
管
理
費
や
道
路
橋
梁
費
、

関
係
職
員
の
給
与
等
、
主
に
振
興
課
関
係
の

支
出
で
、
所
畑
線
石
積
工
事
、
小
袖
線
道
路

維
持
工
事
、
鴨
沢
日
向
線
改
修
工
事
、
親

川
落
石
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
な
ど
に
支
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
定
住
促
進
住
宅
（
五
世

帯
十
二
名
）・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
（
六
世
帯

十
六
名
）
の
管
理
費
も
含
ま
れ
ま
す
。
村
民

一
人
あ
た
り
二
一
二，

六
七
二
円
。（
歳
出

総
額
の
十
四
％
）

平成14年度の決算がまとまり、決算監査を
経て９月定例村議会に提出し認定されました。
一般会計の歳入総額は15億1,846万５千円
で平成14年４月末現在の人口931人で割ると
村民一人あたりの収入は163万1,004円。歳
出総額は13億9,388万３千円で村民一人あた
りにすると149万7,189円。差引１億2,458
万２千円の余剰金ですが、そのうちの2,092
万８千円は平成14年度事業分が繰り越されま
すので、実質収支は１億365万４千円となり
ました。ちなみに村民一人あたり111,336円
収入が支出より多かった計算になります。

一般会計決算
歳入 15億1,846万5千円
歳出 13億9,388万3千円

歳
入
に
つ
い
て
（
主
な
も
の
）

歳
出
に
つ
い
て
（
主
な
も
の
）

平 成 14 年 度
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◆
公
債
費
…
丹
波
山
村
の
借
金
の
返
済
の
た

め
の
支
出
で
す
。
村
民
一
人
あ
た
り
二
三

四，

七
一
九
円
。（
歳
出
総
額
の
十
六
％
）

◆
教
育
費
…
教
育
委
員
会
、
小
学
校
、
中
学

校
、社
会
教
育
、保
健
体
育
事
業
、関
係
職
員

の
給
与
等
主
に
教
育
委
員
会
関
係
の
支
出
で

す
。
小
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
数
の
減
少

に
よ
り
、
正
常
な
六
学
級
編
成
が
で
き
な
く

な
り
、
村
単
教
諭
二
名
を
雇
用
し
複
式
学
級

の
解
消
を
図
り
ま
し
た
。
体
育
事
業
と
し
て

は
、村
民
体
育
祭
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、体
育

協
会
に
支
出
し
、
山
村
親
子
留
学
の
推
進
、

風
の
子
キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
な
ど
社
会
教
育

に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
村
民
一
人
あ
た
り

一
三
四，

四
一
九
円
。（
歳
出
総
額
の
九
％
）

◆
消
防
費
…
常
備
消
防
（
消
防
士
）
関
係
、

非
常
備
消
防
（
消
防
団
）
関
係
、
消
防
施

設
関
係
に
支
出
し
ま
し
た
。
常
備
消
防
関
係

は
、
大
月
市
に
職
員
設
置
負
担
金
と
し
て

四，

二
八
九
万
九
千
円
が
主
な
支
出
で
す
。

非
常
備
消
防
関
係
で
は
、
定
期
訓
練
等
の
出

動
費
や
団
員
関
係
に
支
出
し
ま
し
た
。
消
防

施
設
関
係
は
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
し

ま
し
た
。
村
民
一
人
あ
た
り
七
二，

五
三
四

円
。（
歳
出
総
額
の
五
％
）

◆
介
護
保
険
会
計
…
歳
入
総
額
五，

五
六
一

万
二
千
円
の
う
ち
皆
様
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
た
介
護
保
険
料
は
七
五
九
万
五
千
円
。

（
歳
入
総
額
の
十
四
％
）

◆
温
泉
会
計
…
歳
入
総
額
一
億
八，

〇
二
八

万
三
千
円
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
一
切
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
温
泉
使
用
料
、

レ
ス
ト
ラ
ン
・
直
売
所
収
入
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
教
育
奨
励
資
金
会
計
…
歳
入
総
額
六
九
一

万
円
の
う
ち
貸
付
金
元
金
収
入
は
二
六
八
万

二
千
円
。（
歳
入
総
額
の
三
十
九
％
）

◆
有
線
テ
レ
ビ
会
計
…
歳
入
総
額
七
八
〇
万

三
千
円
の
う
ち
皆
様
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

た
有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
は
二
二
二
万
円
。

（
歳
入
総
額
の
二
十
八
％
）

◆
下
水
道
会
計
…
歳
入
総
額
一
億
七，

六
四

七
万
七
千
円
の
う
ち
皆
様
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
た
下
水
道
使
用
料
は
八
九
六
万
七
千

円
。（
歳
入
総
額
の
五
％
）

◆
水
源
の
里
会
計
…
歳
入
総
額
四，

〇
三
一

万
七
千
円
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
一
切
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
り
場
・
そ
ば

処
・
す
べ
り
台
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の

使
用
料
・
売
店
収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
会
計
…
歳
入
総
額
二，

七
九
二

万
七
千
円
の
う
ち
皆
様
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
た
水
道
使
用
料
、
水
道
工
事
手
数
料
は
、

三
四
三
万
一
千
円
。（
歳
入
総
額
の
十
二
％
）

◆
国
保
（
直
診
）
会
計
…
歳
入
総
額
一
億
一，

九
七
七
万
円
の
う
ち
窓
口
で
皆
様
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
た
一
部
負
担
金
等
は
、
医
科
診

療
分
七
五
八
万
五
千
円
、
歯
科
診
療
分
七
五

万
七
千
円
、
診
断
書
等
の
手
数
料
二
一
万

円
、
雑
収
入
五
三
万
七
千
円
、
合
計
九
〇

八
万
九
千
円
。（
歳
入
総
額
の
八
％
）

◆
国
保
（
事
業
）
会
計
…
歳
入
総
額
一
億
二，

六
七
四
万
円
の
う
ち
皆
様
が
納
め
て
い
た
だ

い
た
国
民
健
康
保
険
税
は
二，

〇
三
七
万
三

千
円
。（
歳
入
総
額
の
十
六
％
）

予備費 0

議会費 39,159

総務費
137,773

民生費
151,893

衛生費
60,939

商工費
46,447

土木費
197,998

消防費
67,529

農林水産業費
303,594

教育費
125,144

災害復旧費
4,384

公債費
218,523

諸支出金
40,500

◇歳出の内訳　　　　　　（単位：千円）

特別地方消費税
交付金 0
　自動車取得税
　交付金 3,875
　　地方特例
　　交付金 2,072

地方交付金
811,944

分担金及び負担金 6,405
使用料及び手数料 5,205

国庫支出金
13,309

県支出金
164,211

財産収入
697

寄付金
100

繰入金
7,164

繰越金
134,520

諸収入
103,039

村債
175,300

地方消費税交付金 7,448
　利子割交付金 1,093　
地方譲与税 6,467　　
村税 75,616　　　

◇歳入の内訳　　　　　　（単位：千円）

各
会
計
の
様
子

◇各会計の決算状況　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

歳　　入 歳　　出 実質収支
一　般　会　計 1,518,465 1,393,883 103,654
有線テレビ会計 7,803 7,105 698
水 源 の 里 会 計 40,317 36,721 3,596
奨学資金奨励会計 6,910 6,300 610
国保（事業）会計 126,740 113,064 13,676
国保（直診）会計 119,770 111,272 8,498
老 人 保 健 会 計 146,760 130,332 16,428
簡 易 水 道 会 計 27,927 26,711 1,216
下 水 道 会 計 176,477 174,326 2,151
介 護 保 険 会 計 55,612 52,029 3,583
温　泉　会　計 180,283 172,791 7,492
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山
梨
県
内
の
市
町
村
数
は
平
成
十
五
年
二

月
ま
で
は
六
十
四
市
町
村
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
合
併
に
よ
り
「
南
部
町
」「
南
ア
ル

プ
ス
市
」
が
誕
生
し
、
四
月
か
ら
は
五
十
八

市
町
村
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
市

町
村
合
併
が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
の
住
む
丹
波
山
村
は
ど
う

な
る
の
か
？
こ
こ
で
、
丹
波
山
村
市
町
村
合

併
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
が
全
国
的
に
進
む
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
二
年
四
月
に

施
行
さ
れ
た
「
地
方
分
権
一
括
法
」
で
す
。

こ
の
法
律
は
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
個
性
豊
か

な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
町
村
の

足
腰
で
あ
る
行
財
政
基
盤
を
強
化
し
て
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
丹
波
山
村
を
含
め
多
く
の
市

町
村
の
財
政
状
況
は
、
税
収
の
伸
び
悩
み
に

加
え
長
期
債
務
残
高
を
抱
え
る
な
ど
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
丹
波
山
村
で
も
各
地
区
で
昨
年
六

月
と
十
一
月
、
今
年
一
月
の
三
回
、
の
べ
二

十
五
回
に
わ
た
り
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
方
交
付

金
に
頼
っ
て
い
る
丹
波
山
村
は
国
の
交
付
金

削
減
方
針
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
今
以
上
に
強
い
ら
れ
、
村

の
経
営
そ
の
も
の
が
難
し
い
状
況
が
近
い
将

合
併
し
た
市
町
村

・
平
成
十
五
年
三
月
一
日
付
け
で
富
沢
町
と
南
部
町
が
合
併
し
、

「
南
部
町
」
が
誕
生
。

・
平
成
十
五
年
四
月
一
日
付
け
で

八
田
村
・
白
根
町
・
芦
安
村
・
若
草
町
・
櫛
形
町
・
甲
西
町
の
六
町
村
が
合
併
し
、

「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
が
誕
生
。

・
竜
王
町
・
敷
島
町
・
双
葉
町
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
竜
王
町
・
敷
島
町
・
双
葉
町
）

・
甲
府
市
・
中
道
町
・
芦
川
村
・
上
九
一
色
村
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
甲
府
市
・
中
道
町
・
芦
川
村
・
上
九
一
色
村
）

・
玉
穂
町
・
昭
和
町
・
田
富
町
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
玉
穂
町
・
昭
和
町
・
田
富
町
）

・
石
和
町
・
御
坂
町
・
一
宮
町
・
八
代
町
・
境
川
村
・
春
日
居
町
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
石
和
町
・
御
坂
町
・
一
宮
町
・
八
代
町
・
境
川
村
・
春
日
居
町
）

・
東
山
梨
地
域
合
併
検
討
・
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
塩
山
市
・
山
梨
市
・
牧
丘
町
・
勝
沼
町
・
三
富
村
・
大
和
村
）

・
下
部
町
・
中
富
町
・
身
延
町
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
下
部
町
・
中
富
町
・
身
延
町
）

・
市
川
大
門
町
・
六
郷
町
・
鰍
沢
町
任
意
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
市
川
大
門
町
・
六
郷
町
・
鰍
沢
町
）

・
峡
北
地
域
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
明
野
村
・
須
玉
町
・
高
根
町
・
長
坂
町
・
大
泉
村
・
白
州
町
・
武

川
村
）

・
河
口
湖
町
・
勝
山
村
・
足
和
田
村
・
上
九
一
色
村
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
河
口
湖
町
・
勝
山
村
・
足
和
田
村
・
上
九
一
色
村
）

・
上
野
原
町
・
秋
山
村
合
併
協
議
会

（
構
成
市
町
村
　
上
野
原
町
・
秋
山
村
）

合
併
協
議
会
（
今
後
合
併
が
予
想
さ
れ
る
）

市 町 村 合 併
山梨県の７月末現在の人口は885,592人です。一番人口の多い市町村は甲府市の
189,728人、一番人口の少ない市町村は、芦川村の638人、丹波山村は888人で
山梨県内で２番目に人口の少ない市町村となっています。全国的に市町村合併が進ん
でいますが山梨県内でもいくつかの動きがありました。
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来
訪
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
合
併
は
避
け
て
通

る
事
が
で
き
な
い
」
と
、
村
民
の
皆
様
に
説

明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
民
の
皆
様
に
「
市
町
村
合
併

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

円
グ
ラ
フ
の
よ
う
な
結
果
が
で
ま
し
た
。

村
民
の
半
数
以
上
が
合
併
を
「
必
要
」
と

考
え
、
合
併
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
村
民
の
八

割
以
上
が
東
京
都
側
と
の
合
併
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

三
月
二
十
四
日
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
村

議
会
議
員
の
皆
様
と
区
長
の
皆
様
に
報
告

し
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
重
視
す
る
、
つ

ま
り
越
境
の
枠
組
」
で
今
後
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
三
町
村

（
丹
波
山
村
・
小
菅
村
・
奥
多
摩
町
）
の
担

当
課
長
に
よ
る
情
報
交
換
並
び
に
検
討
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
話
し
合
い
を
重
ね
る
ご
と

に
山
梨
県
と
東
京
都
と
い
う
県
境
越
え
の
問

題
、
か
け
離
れ
た
財
政
力
の
違
い
、
山
梨
県

と
東
京
都
の
合
併
に
対
し
て
の
取
り
組
み
の

違
い
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
課
題
と
し

て
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
と
し
て
も
「
丹
波
山
村
の
今
後
」

に
つ
い
て
市
町
村
課
・
地
域
振
興
局
の
職

員
、
丹
波
山
村
・
小
菅
村
の
担
当
職
員
を
メ

ン
バ
ー
と
し
て
「
将
来
の
町
村
の
あ
り
方
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
県
主
導
で
検
討
会
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
十
分
に
尊
重
し
、
ね
ば
り
強
く
「
県
境
越

え
」
の
枠
組
み
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
村
民
の
皆
様
の
な

お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

丹波山村・小菅村・上野原町
3.3％（22人）

（336人）

（221人）

丹波山村・小菅村・
奥多摩町・青梅市

50.1％丹波山村・小菅村・
奥多摩町
32.9％

丹波山村・塩山市 3.0％（20人）

丹波山村・大月市・上野原町・
小菅村 1.8％（12人）

丹波山村・都留市・大月市・
上野原町・小菅村・秋山村・
道志村 0.9％（6人）

その他 1.5％（10人）

未記入 6.6％（44人）

合併パターン

未記入 1.9％（13人）

（346人）

（76人）

（237人）

合併が必要
51.6％

合併は必要ない
11.3％

どちらとも
いえない
35.2％

合併についての賛否

▲実現すれば小菅村まで車で約５分▲今川トンネルは村民の願いです
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今
回
の
訓
練
の
目
的
は
東
海
地
震
を
想
定

し
、
判
定
会
招
集
・
警
戒
宣
言
発
令
時
に
住

民
・
消
防
団
・
日
赤
奉
仕
団
・
役
場
職
員
等

の
全
村
民
が
「
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば

よ
い
か
」
を
真
剣
に
考
え
て
も
ら
う
よ
う
、

各
区
長
の
協
力
を
得
て
住
民
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
、
必
ず
来
る
東
海
地
震
に
備
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
三
一
五
名
の
村
民
が
丹
波
中
学
校

に
避
難
し
、
各
区
長
に
よ
る
通
信
訓
練
、
消

防
団
に
よ
る
消
火
器
・
消
火
栓
に
よ
る
消
火

訓
練
、
常
備
消
防
に
よ
る
救
護
・
救
出
訓

練
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、

役
場
職
員
に
よ
る
テ
ン
ト
設
営
訓
練
等
を
実

施
し
、
充
実
し
た
訓
練
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
反
面
、
反
省
す
る
点
も
数
多
く
指

摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
直
す
と
こ
ろ
は
な
お

し
て
必
ず
来
る
東
海
地
震
等
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
村
民
一
人
ひ
と
り
が
「
い
ざ
と
い

う
と
き
」
の
事
を
考
え
、
防
災
に
つ
い
て
も

う
一
度
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

八
月
三
十
一
日
（
日
）
に
実
施
し
た
「
丹
波
山
村
総
合
防
災
訓
練
」
は

各
区
長
が
自
分
の
地
区
の
避
難
場
所
を
決
め
地
区
民
を
集
め
、
集
団
で
丹
波

中
学
校
に
避
難
し
た
、
初
め
て
の
訓
練
内
容
で
し
た
。

▲みんなで救急法を学ぼう

▲助け合う気持ちが大切です

▲もうすぐテントが出来上がり

▲放水開始 ▲無事に避難訓練が終了しました。「ご苦労様でした」

▲消火活動を開始します
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●命を守る
「自分の命は自分で守る」を心がけ、日頃から防災について考えましょう。また、家族や隣近所の安否を

確認し、互いに助け合うことが重要です。各地区で集まる機会がありましたらぜひ、防災についてみんなで
考えて助け合いの輪を広げていきましょう。なお、東海地震だけは、地震の前に「警戒宣言」が発令されま
す。その時には、テレビ・ラジオ・防災無線等でお知らせします。
●初期消火は重要です
消火器の使い方は、消火器に記載されています。関東大震災や阪神淡路大震災で

は、火災で亡くなった方が大変多く、初期消火さえきちんとしていれば、多くの命
が助かったはずです。どうか、消火器の使い方を確認してください。
●非常持ち出し品の準備
避難するときは、誰でも慌ててしまいます。必要なものを持ち出せるようリュッ

クサックなどにまとめておきましょう。

●家具を固定しよう
地震が発生すると家具の転倒等によって逃げ遅れたり、ケガをする恐れがあります。無事に避難するため

家具は倒れないように固定しましょう。
●防災無線の電池の確認
停電時には防災無線が聞こえません。しかし、単２型電池が４本入る電池ケースに電池を入れていただく

と予備電源として防災無線を聞くことができます。ぜひ確認をお願いします。
●停電時のために
懐中電灯やロウソクなどの照明器具と携帯ラジオは、停電時に必要になりますので用意をしておきましょう。

携帯ラジオ
○予備電池
懐中電灯
○予備電池
救急医療品
○ばんそうこう ○傷薬 ○包帯
○かぜ薬 ○胃腸薬 ○鎮痛剤　　
○消毒薬 ○持病の薬
非常食
○ミネラルウォーター
○乾パン ○缶詰め ○水筒
○紙皿、紙コップ ○割りばし ○缶切り
○栓抜き ○粉ミルク（赤ちゃん用）
貴重品
○現金（要10円玉） ○預貯金通帳 ○印かん
○免許証 ○権利証書 ○健康保険証

○衣類（着替え） ○タオル
○雨具 ○ウエットティッシュ（ティッシュ）
○ライター ○キッチン用ラップ
○生理用品 ○紙おむつ

飲料水（1人1日3リットルを目安に）
○ミネラルウォーター（ペットボトルや缶入りのもの）
非常食品
○乾パン　　
○米（レトルトやアルファ米も便利）
○缶詰めやレトルトのおかず　
○ドライフーズ
○チョコレート・アメなどの菓子類
○梅干し、調味料など
燃料
○卓上コンロ　　　○携帯コンロ
○ガスボンベ　　　○固形燃料
その他生活用品
○生活用水（風呂や洗濯機に備蓄。乳幼児には注意）
○毛布・寝袋　　　○新聞紙
○洗面用具　　　　○ドライシャンプー
○鍋、やかん　　　○ポリ容器
○バケツ　　　　　○トイレットペーパー
○ろうそく　　　　○ロープ
○筆記用具　　　　○セロテープ

非常持出品

その他生活用品

非常備蓄品 災害復旧までの数日間
（最低3日）分準備するもの。

避難のときに
まず最初に持ち出すもの。

非常持出品は定期に点検を

も う 一 度 確 認
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丹
波
山
村
消
防
団
は
現
在
、
舩
木
昭
和
団

長
以
下
六
十
四
名
で
組
織
さ
れ
、
夜
間
訓
練

（
五
〜
十
月
の
毎
月
一
回
）、
春
・
秋
の
火
災

予
防
運
動
、
移
動
消
防
学
校
等
を
実
施
し
、

村
民
の
皆
様
の
防
火
防
災
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
た
い
へ
ん
気
に
な
る
問
題
を

消
防
団
で
は
抱
え
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
消

防
団
活
動
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

丹
波
山
村
消
防
団
は
丹
波
山
村
の
人
口
構

成
と
比
例
し
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
四
十
三
歳
定
年
制
を
採
用
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
制
度
を
続
け
る
と
平
成
十
六
年
に

九
名
、
平
成
十
七
年
に
六
名
、
平
成
十
八
年

に
六
名
と
退
団
し
て
い
き
、
一
方
で
減
少
す

る
分
の
入
団
者
を
確
保
で
き
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
東
部
地
区
（
鴨
沢
・

小
袖
・
杉
奈
久
保
）
の
場
合
を
考
え
て
み
る

と
、
現
在
村
外
者
を
含
め
て
十
一
名
の
団
員

が
ポ
ン
プ
車
・
積
載
車
・
可
搬
式
ポ
ン
プ
等

を
管
理
し
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十

年
に
は
村
外
者
を
含
め
五
名
前
後
に
な
り
ま

す
。
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
り
ポ
ン
プ
車
等

の
管
理
・
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
が
各
地
区
で
今
後
起

こ
り
ま
す
。
ど
う
か
「
自
分
の
住
む
地
区
の

消
防
団
員
は
何
人
い
る
の
だ
ろ
う
。」
と
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
か
ら
「
丹
波
山
村
消
防
委
員

会
」
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
度

と
な
く
議
論
し
、
団
員
確
保
に
向
け
た
方
法

や
今
後
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
九
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
た
消
防
委
員
会
で
は
、
あ
る
一

定
の
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
、
村
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
く
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
っ
た
基
本
精
神
を
村
民
一
人
ひ
と
り
が

も
っ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
丹
波
山
村
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
員
の
多
数
が
会
社
員
で
村
外
へ
通

勤
し
て
い
る
団
員
も
数
多
く
い
る
な
か
、
な

ん
と
か
み
ん
な
で
夜
間
訓
練
や
機

械
器
具
点
検
等
を
行
い
丹
波
山
村

を
災
害
か
ら
守
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
丹
波
山

村
の
防
火
防
災
に
あ
た
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
・
ご
声
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年齢 団員数 年齢 団員数
18 0 33 1
19 0 34 1
20 0 35 2
21 0 36 1
22 0 37 2
23 3 38 5
24 1 39 2
25 0 40 5
26 3 41 6
27 2 42 6
28 2 43 9
29 1 OB 4
30 0 56 1
31 1 59 1
32 4 63 1

合計 64

第
二
次
サ
ー
ビ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

昨
年
八
月
に
始
ま
っ
た
住
基
ネ
ッ
ト
第

一
次
サ
ー
ビ
ス
は
、
各
市
区
町
村
の
住
民

基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、

住
民
票
の
情
報
の
う
ち
四
つ
の
情
報
〔
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
〕
と
住
民

票
コ
ー
ド
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
共
通
の
本
人
確
認
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
の
八
月
二
十
五
日
か

ら
は
、
第
二
次
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
次
の

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
自
分
や
同

じ
世
帯
の
方
の
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
こ
の

住
民
票
に
は
本
籍
・
筆
頭
者
名
等
の
戸
籍

の
表
示
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。）
な
お
、

他
市
区
町
村
で

住
民
票
の
写
し

を
取
る
場
合
、

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
な
ど
身

分
証
明
書
の
提

示
が
必
要
で
す
。

転
入
転
出
時
の
手
続
き
が
簡
素
化

（
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い

る
場
合
）

今
ま
で
は
引
越
の
場
合
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
丹
波
山
村
に
転
出
届
を
行
い
、
転

出
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
引
越
先
の
市

区
町
村
（
例
え
ば
、
奥
多
摩
町
や
青
梅

市
）
に
転
入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
前
も
っ
て

転
出
届
を
郵
送
で
行
い
、
引
越
先
の
市
区

町
村
の
窓
口
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

提
示
し
て
転
入
届
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
窓
口
に
は
転
入
時
の
一
回

だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

希
望
す
れ
ば
、
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
と

し
て
一
枚
に
つ
き
五
〇
〇
円
で
交
付
さ

れ
、
有
効
期
限
は
十
年
で
す
。
し
か
し
、

カ
ー
ド
の
発
行
は
住
民
登
録
地
（
丹
波
山

村
）
で
行
う
の
で
、
他
市
町
村
（
例
え
ば

奥
多
摩
町
や
青
梅
市
）
へ
転
出
し
た
場
合

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

役
場
住
民
課
へ
（
８
８
―
０
２
１
１
）



（9） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第101号

９月12日（金）に山本栄彦山梨県知事が丹波山

村に来村されました。今回は「村民との対話」が目

的で、村内で活躍されている団体のうち５つの団体

（いもの会・マイタケ生産グループ・農林産物直売

グループ・百日紅の会・食生活改善推進員会）から

それぞれ３・４名ずつが出席し、日頃の苦労話や思

い出話、今後の課題など知事に聞いていただきまし

た。知事も各団体の皆さんに質問等をしていました。

はじめは緊張していた団体の皆さんも知事の気さく

なしぐさ、やさしい言葉で対応してくれたことで、

次第に緊張も和らぎ笑顔を交えながら、楽しいひと

ときを過ごしていました。丹波山村からは団体の皆

さんの他に村長・収入役・総務課長・木下香奈子村

議会議長も出席しました。また、「村民との対話」

の前に農林産物直売施設を視察され、青柳振興課長

の説明に耳を傾けながら、販売されている農林産物

を手に取って確認していました。

９月17日（水）午後１時から丹波山村高齢者セ

ンター（民俗資料館）において、堀内光雄衆議院

議員の出席を得て、「主要地方道上野原丹波山線今

川トンネル建設促進期成同盟会設立総会」を開催し

ました。当日は平日にもかかわらず大勢の村民の皆

様のご協力・ご出席をいただき、小菅村からも多数

の村民の皆様に出席していただきました。また来賓

としてお忙しいなか堀内光雄衆議院議員、山下実県

議会議員、県土木部長をお迎えし、盛大に設立総

会を開催することができました。トンネルは今川峠

を貫き、全長１㎞程度になるとみられ実現すると小

菅村の中心部まで車で約５分程度で結ばれる予定で

す。今後は上野原町・小菅村・丹波山村の１町２

村が協力し、村民の皆様のなお一層のご理解・ご協

力を得ながら、「今川トンネル」の早期実現を目指

し、今以上に関係機関に働きかけ、幻とならないよ

う一生懸命がんばっていきます。

今川トンネル建設
促進期成同盟会設立

▲「のめこい湯」の説明を聞く山本県知事

▲村の現状を聞く堀内代議士

「こんにちは、知事です」

山 本 栄 彦
山梨県知事 来村

堀 内 光 雄
衆議院議員 来村
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丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い
湯
」

―
利
用
者
五
十
万
人
達
成
―

平
成
十
二
年
六
月
発
行
の
「
広
報
丹
波
山

九
十
四
号
」
の
表
紙
に
次
の
よ
う
な
内
容
が

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。『
平
成
八
年
二
月
温

泉
が
湧
出
し
て
以
来
、
二
〇
〇
〇
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い

湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
…
…
今
後
、

「
の
め
こ
い
湯
」
が
新
し
い
丹
波
山
村
の
観

光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
』

平
成
十
二
年
四
月
二
十
六
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ

い
湯
」
は
、
健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
順
調
に
利
用
者
が
増
え
て

い
き
今
年
の
八
月
二
十
四
日
に
記
念
す
べ
き

「
利
用
者
五
十
万
人
達
成
」
を
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
年
間
利
用
者
を
見
る
と

村
内
者
の
利
用
者
は
全
体
の
三
％
に
過
ぎ

ず
、
ほ
と
ん
ど
が
村
外
者
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
温
泉
の
泉
質
は
単
純
硫
黄
温
泉

（
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温
泉
）
で
ア
ル
カ

リ
濃
度
Ｐ
Ｈ
九．

六
、
泉
温
四
十
四．

三
℃

と
ど
こ
に
も
負
け
な
い
温
泉
な
の
で
、
村
民

の
皆
様
に
今
以
上
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
健

康
増
進
と
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

温
泉
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
場
は

増
え
、
観
光
客
も
増
え
、
村
税
（
入
湯
税
）

も
増
え
、
丹
波
山
村
に
大
変
貢
献
を
し
て
い

る
施
設
で
す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客

を
誘
致
で
き
る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力

し
、
ま
た
温
泉
以
外
に
も
村
内
の
観
光
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
み
ん
な
で
協
力

し
、
丹
波
山
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
の
め
こ
い

湯
」
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

温泉利用者（平成14年度）

広報

丹波山温泉『のめこい湯』オープン

平成８年２月温泉が湧出して以来、2000年とい

う記念すべき年に丹波山温泉『のめこい湯』がオ

ープンしました。オープン直後のゴールデンウィ

ークにはたくさんの利用者で予想どおりの盛況ぶ

りでした。今後、『のめこい湯』が新しい丹波山

村の観光の拠点となっていくことでしょう。

人口と世帯（４月末現在）人口943 男453 女490 世帯397

主なもくじ

TABAYAMA

『のめこい湯』････････２～３

平成12年度当初予算･･４～５

保育所入所式････････････６

丹波中学校入学式････････６

丹波小学校入学式････････７
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村民税調定額と納税義務者数
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平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
290

295
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315

320

325

330

335

村民税

納税義務者数

（万円） （人）
333人

320人
317人 

309人 
307人

22,567,100円
23,028,700円

24,290,600円
24,011,900円

25,497,200円

村民税は、村内に住所を有する個人に課する税金で、非課税の範囲（生活扶助を受けている者やある一定の
所得金額を超えていない者等）の個人や納税義務を負う夫と生計を一にする妻以外の個人に課せられます。平
成11年度からの調定額と納税義務者数をグラフにしましたがともに減少傾向にあります。調定額については、
景気の動向等もあるので、その年その年で増減はありますが丹波山村の場合、納税義務者が高齢化しています
ので、年々納税義務者数が減少することが予想され、今後の税収確保が大変心配されます。

個人村民税が減少傾向

利 用 者 人　　数

村 内 大 人 3,842

村 内 子 供 688

村 外 大 人 124,631

村 外 子 供 7,372

観光協会利用 22,871

計 159,404
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九
月
十
五
日
（
月
）
は
、「
敬
老
の
日
」

で
し
た
。
こ
の
日
は
、
長
い
人
生
を
、
子
ど

も
の
成
長
や
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
一
生

懸
命
働
い
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
い
感

謝
す
る
た
め
の
日
で
す
。
今
ま
で
の
ご
苦
労

に
対
し
、
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
と
こ
れ
か
ら
も

健
康
な
毎
日
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
み
ん
な
で
願
い
ま
し
ょ
う
。
さ
て
、
丹
波

山
村
に
は
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
何
人

い
る
と
思
い
ま
す
か
？
　
九
月
十
五
日
現

在
、
二
百
八
十
四
名
の
お
年
寄
り
が
い
ま

す
。
丹
波
山
村
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、
七
十
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
に
民
生
委
員

さ
ん
を
通
じ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
過

疎
化
・
少
子
化
の
た
め
、
丹
波
山
村
は
一
層

高
齢
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
か
、
こ

れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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24

96
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37 23
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22
87

26 14
80
36 515

284

889

人口

70歳以上

丹波山村長者番付

８月６日（水）に丹波山村交流
促進センター及び河原で、保育所
入所児を除く就学前の乳幼児を対
象に「たんぽぽ学級」が開催され
ました。「たんぽぽ学級」は、ここ
数年、開催していなかったのです
が、「子供どうしがふれあえたり、
親どうしが情報交換・交流する機
会があるといいな」という声が寄
せられたので、今回復活し開催さ
れました。今回集まった親子は、
６組14名で交流促進センター内で
みんなでブロック積みや絵本を見
て遊び、みんなでご飯を食べて、
河原で水遊びをして楽しみました。
今後も開催される予定です。

左から 古屋幸美さんと幸乃ちゃん、里乃ちゃん（上組）
廣瀬清美さんと賢くん（押垣外）
岡部英子さんと晃也くん（保之瀬）
大河まさ江さんと龍弥くん（奥秋）
長谷川康恵さんと洋美ちゃん（保之瀬）
舩木良美さんと俊成くん（押垣外）

順位 名　前 性別 年齢 地　区
1 守屋カツエ 女 98 中　組
2 岡部キサノ 女 95 保之瀬
3 木下　菊重 女 94 奥　秋
4 橋詰ハルコ 女 92 高　尾
5 舩木　シチ 女 92 押垣外
6 木下　ハツ 女 91 奥　秋
7 青柳　ヨネ 女 91 高　尾
8 守屋　文夫 男 90 中　組
9 舩木　チカ 女 90 保之瀬
10 河村クワエ 女 90 保之瀬
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九
月
八
日
（
月
）
に
甲
府
市
の
小
瀬
ス
ポ

ー
ツ
公
園
野
球
場
で
「
第
五
十
六
回
山
梨
県

体
育
祭
（
野
球
）
村
の
部
」
の
決
勝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

対
戦
相
手
は
強
豪
チ
ー
ム
の
山
中
湖
村
で

晴
天
の
な
か
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
結
果

は
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来

年
の
大
会
は
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
選
手
の
皆
さ
ん
準
優
勝
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

九
月
七
日
（
日
）
に
丹
波
中
学
校
体
育
館

で
「
三
か
町
村
（
奥
多
摩
町
・
小
菅
村
・
丹

波
山
村
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
奥
多
摩

町
で
三
チ
ー
ム
、
小
菅
村
で
一
チ
ー
ム
、
丹

波
山
村
で
一
チ
ー
ム
、
計
五
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
大
接
戦
を
繰
り
広
げ
、
丹
波

山
チ
ー
ム
も
大
声
援
を
受
け
な
が
ら
練
習
の

成
果
を
十
分
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、

決
勝
戦
で
小
菅
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、
今
後
に
生
か
せ
る
内
容
の
い
い
試

合
で
し
た
。
応
援
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
そ
し
て
選
手
の
皆
さ
ん
、
準
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
体
育
祭
（
野
球
）

村
の
部
　
丹
波
山
村
　
準
優
勝

三
か
町
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

丹
波
山
チ
ー
ム
　
準
優
勝

▲将来のプロサッカー選手達が集合。みんなで仲良く「ハイ・ポーズ」

「
二
ヶ
月
前
に
丹
波
山
に
来
て
か

ら
、
こ
こ
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
丹
波
山
は
他
に
は
な
い
と
て
も
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
わ
た
し
の
故
郷

と
も
全
く
環
境
が
違
い
ま
す
が
、
丹
波

山
村
の
み
な
さ
ん
の
仲
間
に
な
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
わ
た
し
は
丹
波

小
・
中
学
校
の
す
ば
ら
し
い
先
生
方
や

す
て
き
な
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
が

で
き
て
幸
せ
で
す
。
こ
こ
丹
波
山
で
過

ご
す
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

英
語
指
導
助
手
の

ジ
ョ
シ
ュ
ア
　
ロ
ナ
バ
ウ
ム

で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
前
　
ジ
ョ
シ
ュ
ア

ロ
ナ
バ
ウ
ム

年
齢
　
二
十
三
歳

（
一
九
八
〇
年
八
月
生
ま
れ
）

趣
味
　
料
理
、
読
書
、
ハ
イ
キ
ン
グ

毎週火曜日の午後６時30分か
ら午後８時まで村民グラウンド
でサッカーの練習をしていま
す。幼児から大人まで、みんな
で汗をかきながらサッカーボー
ルを蹴って走っています。サッ
カークラブでは一緒にサッカー
をする仲間を募集しています。
性別・年齢・経験は問わずどな
たでも参加できます。一人でも
多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。なお、雨天の場合は
中学校体育館です。
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※
青
色
申
告
と
は

税
務
署
で
は
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

の
あ
る
方
に
「
青
色
申
告
」
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。
青
色
申
告
を
し
ま
す
と
、
記
帳
す

る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
経
営
状
態
が
わ
か
る

と
と
も
に
、
税
金
面
で
多
く
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
特
典
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽

に
税
務
署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
月
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

０
５
５
４
（
２
２
）
３
１
５
３

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通
事

故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で

す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
付
自
転

車
は
、
特
に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局

今
、
少
子
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
晩
婚
化
や
夫
婦
の
出
生
力
の
低

下
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
今
後
一
層
進
行

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
、
企
業
等
が
一
体
と

な
っ
て
少
子
化
対
策
を
講
じ
る
事
を
目
的
に

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
の
推
進

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
職
場
優
先

の
意
識
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

な
ど
が
解
消
さ
れ
、
男
女
と
も
育
児
休
業
等

の
制
度
を
活
用
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ

る
と
と
も
に
、
小
学
校
就
学
ま
で
の
勤
務
時

間
短
縮
等
の
制
度
、
子
ど
も
の
看
護
の
た

め
の
休
暇
制
度
等
、
仕
事
と
家
庭
と
の
両

立
を
図
る
た
め
の
制
度
が
早
期
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総

称
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
労

働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。「
思
わ
ぬ
労
災
、
予
期
せ
ぬ
失

業
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
労
働
保
険
」
未
加

入
の
事
業
主
の
方
は
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

ご
不
明
な
点
は

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月

（
０
５
５
４
―
２
２
―
８
６
０
９
）

・
都
留
労
働
基
準
監
督
署

（
０
５
５
４
―
４
３
―
２
１
９
５
）

当
座
預
金
・
普
通
預
金
・
別
段
預
金
は
、

平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
引
き
続
き
全
額
保

護
さ
れ
ま
す
。

・
元
本
一，

〇
〇
〇
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息

等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
部

分
は
、
破
綻
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
平
成
十
七
年
四
月
以
降
は
、
当
座
預
金
等

の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保
護
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
又
は
関
東

財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

（
０
５
５
―
２
５
３
―
２
２
６
１
）

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、
現
在
の
「
一
時
間

六
四
七
円
」
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
最
低
賃
金
制
度
は
、
国
が
賃

金
の
最
低
限
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労

働
条
件
の
改
善
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、

労
働
力
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

山
梨
労
働
局
賃
金
室

（
０
５
５
―
２
５
２
―
４
８
５
９
）

「
法
の
日
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
「
国
民
主

権
の
も
と
に
、
自
由
と
正
義
を
守
り
、
世
界

の
平
和
を
維
持
し
、
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す

る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
の
ひ
と
し
く

理
念
と
し
、
念
願
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
が
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
法
に
よ
っ

て
社
会
秩
序
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
を
挙
げ
て
法
を
尊
重
し
、
理
想
と
念

願
を
高
揚
す
る
た
め
」
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た

め
の
日
で
す
。

将
来
の
た
め
に
今
、
法
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
月
は

「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、

一
時
間
六
四
七
円
で
す

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

十
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

開催時間　受付／12：30～13：30 説明／13：30～16：00

平成15年分給与所得者の年末調整等説明会

最
高
裁
判
所
・
法
務
省
・

最
高
検
察
庁
・
日
本
弁
護
士
連
合
会

か
ら
の
お
し
ら
せ

月　日 会　　 場 電話番号

上野原町民会館
11月18日（火）４階小ホール 0554（62）3111

《上野原町上野原3645》

11月20日（木）
奥多摩町福祉会館３階

0428（83）3855
《奥多摩町氷川199》
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み
な
さ
ん
、「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
山
梨
県
が
管

理
す
る
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
一
定
区
間

を
美
化
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
事
業

は
、
地
域
の
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
住
民

の
有
志
、
企
業
や
学
校
の
皆
さ
ん
が
対
象
で

す
。（
五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
）
内
容
は
、

清
掃
・
除
草
・
花
の
植
栽
な
ど
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は

役
場
振
興
課

（
０
４
２
８
―
８
８
ー
０
２
１
１
）
へ

国
土
交
通
省
及
び
都
道
府
県
で
は
、
市
町

村
の
協
力
の
も
と
に
、
十
二
月
一
日
、
全
国

各
地
に
お
い
て
「
平
成
十
五
年
住
宅
需
要
実

態
調
査
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
全
国
の
家
庭
の
皆
様
が
、
住
宅
に

つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
住
宅
施
策
を
行
う
上
で
重
要
な
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。
山
梨
県
内
で
は
、
一

定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約

六，

四
〇
〇
世
帯
の
方
々
に
調
査
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
二
十

四
日
か
ら
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
、
統
計
調

査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
、対
象
と
な
っ

た
ご
家
庭
を
訪
問
い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、

ご
家
庭
の
周
辺
の
住
宅
地
等
を
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
ど
ろ
ぼ
う
捜
査
に
ご
協
力
を

最
近
の
ど
ろ
ぼ
う
は
、
来
日
外
国
人
等

に
よ
る
組
織
的
な
金
庫
破
り
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
に
よ
る
空
き
巣
、
ひ
っ
た
く
り
等
、
住

民
の
方
々
に
不
安
を
与
え
る
身
近
な
犯
罪

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯

人
を
検
挙
し
て
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ど
ろ
ぼ
う
の
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、

物
色
さ
れ
た
室
内
の
泥
や
汚
れ
を
拭
い
た

り
片
付
け
た
り
せ
ず
、
被
害
に
あ
っ
た
と

き
の
ま
ま
の
状
態
で
丹
波
駐
在
所
又
は
上

野
原
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

又
、
犯
人
は
下
見
を
し
た
り
、
見
張
り

を
置
い
た
り
、
自
転
車
を
利
用
し
た
り
し

ま
す
の
で
、「
被
害
に
遭
う
前
や
被
害
の
時

間
帯
に
、
見
慣
れ
な
い
人
や
車
を
見
た
」

と
い
う
情
報
も
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

『
犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
住
み
よ
い
街
』
に

す
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
車
上
ね
ら
い
に
用
心

最
近
、
パ
チ
ン
コ
店
や
飲
食
店
駐
車
場

な
ど
で
、「
車
上
ね
ら
い
」
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
先
般
山
梨
県
内
で
捕
ま
っ
た

余
罪
百
八
十
件
を
超
え
る
犯
人
に
よ
れ
ば

・
犯
行
場
所
は
、
パ
チ
ン
コ
店
等
駐
車
車

両
が
多
く
対
象
車
両
を
選
定
し
や
す
い
。

・
犯
行
時
間
帯
は
、
懐
中
電
灯
等
使
わ
な
く

て
済
む
、
日
中
に
犯
行
。

・
犯
行
対
象
車
両
は
、
車
内
に
財
布
、
バ
ッ

ク
類
や
貴
重
品
等
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
車
。

・
車
種
は
、窓
ガ
ラ
ス
を
押
し
広
げ
や
す
い
、

窓
枠
の
な
い
ハ
ー
ド
ト
ッ
プ
タ
イ
プ
の
乗
用
車
。

・
犯
行
方
法
は
、
無
施
錠
の
車
は
も
ち
ろ

ん
、
施
錠
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
解
錠
用
具

を
使
用
し
た
り
、
バ
ー
ル
等
の
工
具
で
こ
じ

開
け
る
方
法
や
窓
ガ
ラ
ス
を
石
な
ど
で
た
た

き
割
る
。

手
口
に
よ
っ
て
、
犯
行
を
重
ね
て
い
た
と

の
事
で
す
。
現
在
、
上
野
原
警
察
署
で
は
、

街
頭
犯
罪
等
抑
止
総
合
対
策
を
強
力
に
推
進

中
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
犯
功
労
者
表
彰

防
犯
栄
誉
金
章
に
松
島
三
郎
さ
ん

防
犯
栄
誉
銅
章
に
舩
木
昭
和
さ
ん

平
成
十
五
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
の
受
賞

者
が
発
表
さ
れ
、
丹
波
山
村
か
ら
防
犯
栄
誉

金
章
に
松
島
三
郎
さ
ん
、
防
犯
栄
誉
銅
章
に

舩
木
昭
和
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

・
金
章
は
、
山
梨
県
内
で
松
島
三
郎
さ
ん
を

含
め
二
名
が
選
ば
れ
、
十
月
二
日
（
水
）
東

京
の
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
十

五
年
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
」
の
席

上
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

・
銅
章
は
、
山
梨
県
内
で
舩
木
昭
和
さ
ん
を

含
め
六
名
の
方
が
選
ば
れ
、
十
月
二
十
日

（
月
）
甲
府
市
の
総
合
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
る
「
平
成
十
五
年
地
域
安
全
・
暴
力

追
放
山
梨
県
民
大
会
」
に
お
い
て
表
彰
伝

達
を
行
う
予
定
で
す
。

■
上
野
原
警
察
署
管
内
中
学
生

交
通
・
防
犯
弁
論
大
会

交
通
安
全
の
部

最
優
秀
賞
　
河
村
彩
子
さ
ん

防
犯
の
部

優
秀
賞
　
　
木
下
澄
香
さ
ん

「
第
十
回
上
野
原
警
察
署
管
内
中
学
生

交
通
・
防
犯
弁
論
大
会
」
が
九
月
九
日

（
火
）
上
野
原
町
立
西
原
中
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
丹
波
中
学
校
か
ら
二
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

・
交
通
安
全
の
部

八
中
学
校
九
名
が
参
加
。
丹
波
中
学
校

二
年
河
村
彩
子
さ
ん
は
「
注
意
一
秒
、
怪

我
一
生
」
と
題
し
た
弁
論
を
行
っ
た
結
果
、

見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
河
村

彩
子
さ
ん
は
十
月
九
日
（
木
）
に
行
わ
れ

る
「
第
四
十
五
回
山
梨
県
中
学
生
交
通
安

全
弁
論
大
会
」
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
防
犯
の
部

八
中
学
校
八
名
が
参
加
。
丹
波
中
学
校

三
年
木
下
澄
香
さ
ん
は
「
ド
ラ
ッ
グ
、
そ
れ

で
も
あ
な
た
は
や
り
ま
す
か
」
と
題
し
た
弁

論
を
行
っ
た
結
果
、
見
事
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

駐
在
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
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７月27日（日）恒例の「夏まつり丹波」が開
催されました。今年は時折雨が降るあいにくの
天候でしたが、村民の皆様をはじめ大勢の方に
集まっていただき、みんなで笑って楽しみまし
た。松原のぶえ歌謡ショー、マスのつかみどり
大会、水上丸太渡り等の多彩なイベントが繰り
広げられ、夜の花火大会できれいな花火を眺め
て、にぎやかな一日をしめくくりました。

夏 ま つ り 丹 波

t
松
原
の
ぶ
え
歌
謡
シ
ョ
ー

t
渡
れ
そ
う
に
な
い
の
で
「
ジ
ャ
ー
ン
プ
！
」

s
未
来
の
警
察
官
「
か
っ
こ
い
い
！
」

t
じ
ょ
う
ず
に
で
き
る
か
な

▲たくさんの方に集まっていただきました。

▲ワッショイ。ワッショイ。みんなでワッショイ。
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▲芦澤
あしざわ

優希
ゆ う き

くん（０歳）
生年月日 平成15年６月20日
（下組・将一郎さん）

▲廣瀬
ひ ろ せ

賢
すぐる

くん（２歳）
生年月日 平成13年４月６日
（押垣外・浩蔵さん）

平成15年７月１日から９月30日
までに受理したものです。（敬称略）

おくやみ ご冥福をお祈り申し上げます

・岡部　芳次　83歳〔下組〕
・木下　源次　77歳〔奥秋〕
・坂本　孝文　51歳〔下組〕
・河村　寳作　89歳〔保之瀬〕
・武井　重富　79歳〔鴨沢〕

▲今年の優勝は「白組」です

▲３年生の劇には「感動しました」

s
村
の
大
切
な
伝
統
芸
能

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」

▲力をあわせて「せいやーせいやー」

運
動
会

丹
波
小
学
校

学
園
祭

丹
波
中
学
校

祇 園 ま つ り

■
教
育
委
員
に
岡
部
寛
一
氏

十
月
一
日
付
け
で
岡
部
寛
一
さ
ん
（
押

垣
外
）が
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
平
委
員
に
小
林
永
治
氏

十
月
一
日
付
け
で
小
林
永
治
さ
ん
（
保

之
瀬
）が
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

守
屋
要
作
氏

九
月
二
十
五
日
付
け
で
守
屋
要
作
さ

ん
（
奥
秋
）
が
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。


